
　令和５年度　福岡市商店街イベント事業補助金活用事業

１．商店街の課題
コロナ禍の影響で商店街の買い物や気軽な街歩きを楽しむ人が減少し、商店街の存在が人々の意識から薄れるこ

とを懸念しております。

マスク着用などの制限が緩和され、コロナ禍以前の状況に戻りつつある国内の状況においても、唐人町商店街来街

者の商店街内の滞在時間は未だに短く、以前のような活気に完全には戻らない状況です。

２．唐人町商店街連合会 納涼夜市」を開催
唐人町商店街の夏の恒例イベント「納涼夜市」を、更にパワーアップして開催。

【１】射的、ヨーヨー釣り等遊べる出店を設置

【２】飲食店中心の商店街の特徴を活かし、各店の出店やテイクアウトを実施

【３】飲食スペース「からりん食堂」を設置し、各店舗の特別メニューを商店街内で

味わえる場所を提供

【４】ステージイベントでは商店街周辺で活動する多くの方が歌や踊りを披露

【５】ステージで店舗紹介を行い、商店街の良さをアピール

３．効果があったと思われること
来街者の構成は、ファミリーがメイン、友達連れやカップルと続き、１グループは平均３名～４名の構成と思われます。

うちわ販売枚数に3.5名を乗じた人数で算出し、約1400名程度、前年比116％の来街者がありました。

４．来街者の声・会員さんの声
○来街者の声

・楽しかったです！また来年！

・地下鉄の駅がある街ですがローカル色たっぷりの商店街で、手作り感あるお祭りです♪

○会員さんの声

・人通りが多いと子どもが増えるので集客や売り上げにとても効果があった。

・参加してとてもよかった。交流ができてよかった。

５．反省点や今後の取り組み
集客状況や宣伝効果を整理・分析し、各店舗の販売促進に役立つ情報提供を目指し、広告協賛の獲得につなげら

れました。連合会加盟店や地域の方々と意見交換を積極的に行い、丁寧に事業を実施していくことで、連合会の活動

や趣旨に賛同いただける協賛店舗や支援くださる方を増やし、次年度以降は、自主財源の確保を目指します。

どんな商店街？

中央区唐人町に位置し、当仁

校区内となっております。地下鉄

唐人町駅を中心とした商店街で

す。中央区唐人町及び周辺を商

圏とし、来街者は常連の中高齢

者層が中心です。

●地下鉄唐人町駅より徒歩１分

滞在時間を増やす機会とするために
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